
政
府
は
１
日
に
発
表
し
た
官
房
長

官
談
話
で
、
最
新
鋭
ス
テ
ル
ス
戦
闘

機
Ｆ
３
５
の
製
造
に
国
内
企
業
が
参

加
す
る
に
あ
た
っ
て
、
同
機
の
輸
出

を
「
武
器
輸
出
三
原
則
」
の
例
外
扱

い
に
し
ま
し
た
。

歴
代
政
府
は
、「
憲
法
の
精
神
」
に

基
づ
い
て
武
器
輸
出
を
全
面
的
に
禁

じ
た
「
三
原
則
」
を
、
米
国
や
軍
需

産
業
の
要
求
に
沿
っ
て
骨
抜
き
に
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、「
国
際
紛

争
の
助
長
を
回
避
す
る
」
と
い
う
、

理
念
を
完
全
に
投
げ
捨
て
て
し
ま
い

ま
し
た
。

直
接
の
き
っ
か
け
は
、
日
本
が
次

期
主
力
戦
闘
機
と
し
て
導
入
を
決
定

し
て
い
る
Ｆ
３
５
の
国
際
共
同
開
発

に
日
本
が
参
加
す
る
際
、
周
辺
国
と

の
紛
争
を
抱
え
る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の

輸
出
が
問
題
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
は
Ｆ
３
５
の
導
入
を
決

め
て
い
ま
す
。
日
本
製
部
品
が
使
わ

れ
た
Ｆ
３
５
が
渡
る
こ
と
に
な
れ
ば

「
三
原
則
」
に
抵
触
し
ま
す
。

「
三
原
則
」
の
な
か
で
、
核
心
部
分

と
も
言
え
る
の
が
、「
国
際
紛
争
当
事

国
や
そ
の
恐
れ
の
あ
る
国
」
へ
の
武

器
輸
出
禁
止
で
す
。
民
主
党
政
権
下

で
、
米
国
な
ど
と
共
同
開
発
し
た
武

器
の
第
三
国
へ
の
輸
出
を
全
面
的
に

解
禁
し
た
こ
と
で
、「
三
原
則
」
は
事

実
上
、
死
文
化
し
た
と
見
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

そ
の
際
の
藤
村
官
房
長
官
談
話
（
２
０
１
１
年

１
２
月
）
で
も
、「
国
際
紛
争
等
を
助
長
す
る
こ

と
を
回
避
す
る
と
い
う
平
和
国
家
と
し
て
の
理

念
」
に
言
及
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
菅
義
偉
・
官
房
長
官
談

話
で
は
、
こ
の
表
現
が
完
全
に
消
え
去
り
、「
国

連
憲
章
を
遵
守
す
る
と
の
平
和
国
家
と
し
て
の

基
本
理
念
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、

今
後
も
、
米
国
や
財
界
の
要
求
し
だ
い
で
紛
争

当
事
国
へ
の
輸
出
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
憲
法
の
平
和
原
則
に
基
づ
き
、「
戦

争
の
な
い
世
界
」
を
め
ざ
す
先
頭
に
立
つ
べ
き

日
本
が
、
武
器
輸
出
を
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
し
て

行
い
、
国
際
紛
争
を
助
長
し
て
い
る
一
部
の
国

と
同
じ
水
準
に
立
つ
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

軍
需
産
業
を
優
先

菅
義
偉
官
房
長
官
談
話
が
「
わ
が
国
の
防
衛

生
産
の
維
持
・
育
成
・
高
度
化
に
資
す
る
。
日

米
安
保
体
制
の
効
果
的
な
運
用
に
も
寄
与
す
る
」

と
述
べ
る
よ
う
に
、
背
景
に
あ
る
の
は
軍
需
産

業
の
保
護
と
民
間
分
野
で
の
日
米
軍
事
協
力
の

深
化
で
す
。

日
本
経
団
連
は
民
主
党
政
権
時
か
ら
武
器
の

国
際
共
同
開
発
の
解
禁
を
要
求
。
解
禁
後
に
は

在
日
米
国
商
工
会
議
所
と
と
も
に
共
同
声
明
で

「
画
期
的
だ
」（
２
０
１
２
年
７
月
）
と
歓
迎
し

て
い
ま
し
た
。

Ｆ
３
５
は
米
国
を
中
心
に
９
カ
国
が
共
同
開

発
し
、
日
本
だ
け
で
も
全
４
２
機
を
取
得
す
る

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
米
国
と
財
界
の
要

求
の
前
に
、「
国
是
」
を
ゆ
が
め
た
と
い
う
の
が

実
態
で
す
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
三
原
則
」
が
「
国
是
」

と
な
っ
た
の
は
、
１
９
６
７
、
７
６
年
の
政
府

見
解
を
、
８
１
年
の
衆
参
国
会
決
議
で
国
内
外

に
表
明
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
時
の
内
閣
の
意

向
で
変
更
で
き
る
ほ
ど
軽
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。（
池
田
晋
）

「
武
器
輸
出
三
原
則
」
を
め
ぐ
る
経
緯

１
９
６
７
年
：
（
１
）
共
産
圏
（
２
）
国
連
決

議
で
武
器
輸
出
を
禁
じ
て
い
る
国
（
３
）
国
際

紛
争
当
事
国
―
へ
武
器
輸
出
禁
止
（
佐
藤
首
相

答
弁
）

７
６
年
：
三
原
則
地
域
に
加
え
、
そ
れ
以
外

も
憲
法
の
精
神
に
則
り
、
輸
出
を
慎
む
（
三
木

首
相
答
弁
）

８
３
年
：
対
米
武
器
技
術
供
与
を
例
外
化

（
後
藤
田
官
房
長
官
談
話
）

２
０
０
４
年
：
米
国
と
の
「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」

共
同
開
発
を
例
外
化
（
福
田
官
房
長
官
談
話
）

１
１
年
：
国
際
共
同
開
発
・
第
３
国
輸
出
に

つ
い
て
、
包
括
的
に
例
外
化
（
藤
村
官
房
長
官

談
話
）

１
３
年
：
日
本
が
共
同
開
発
し
た
Ｆ
３
５
の

紛
争
当
事
国
へ
の
輸
出
を
例
外
化
（
菅
官
房
長

官
談
話
）

２
０
１
３
年
３
月
３
日(

日)

政
府
は
、
中
小
企
業
な
ど
の
資
金
繰
り
を
支

援
す
る
金
融
円
滑
化
法
を
３
月
末
で
打
ち
切
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
打
ち
切
り
が
被
災
地
の

中
小
企
業
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
岩

手
、
宮
城
、
福
島
３
県
を
含
む
東
北
６
県
に
お

い
て
、
円
滑
化
法
を
利
用
し
て
借
り
入
れ
条
件

の
変
更
等
を
行
っ
た
企
業
の
割
合
は
９
・
１
％

で
す
（
信
用
調
査
会
社
の
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

仙
台
支
店
、
２
０
１
２
年
１
２
月
調
査
）
。
全
国

の
７
・
５
％
を
１
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い

ま
す
。

円
滑
化
法
が
打
ち
切
ら
れ
た
場
合
、
東
北
６

県
で
同
法
を
利
用
す
る
企
業
の
う
ち
、
４
９
・

１
％
は
、
金
融
機
関
の
姿
勢
が
「
厳
し
く
な
る
」

と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、「
大
変
厳
し
く

な
る
」
が
２
３
・
６
％
、「
や
や
厳
し
く
な
る
」

が
２
５
・
５
％
で
し
た
。

企
業
か
ら
は
、「
取
引
先
の
何
社
か
は
（
円
滑

化
法
を
）
利
用
し
て
お
り
、
取
引
先
の
資
金
繰

り
悪
化
等
、
そ
の
動
向
が
気
に
か
か
る
」（
福
島

県
・
専
門
商
品
小
売
り
）
な
ど
、
間
接
的
な
悪

影
響
を
懸
念
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

帝
国
デ
ー
タ
は
、
円
滑
化
法
打
ち
切
り
で

「
金
融
機
関
に
対
し
法
的
な
拘
束
力
が
無
く
な
る
」

た
め
、
企
業
側
の
懸
念
は
払
い
き
れ

な
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
３
月
１
日(

金)

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570
(事務局）池田年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp

三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661

「
国
際
紛
争
の
助
長
回

避
」
の
理
念
を
完
全
に

投
げ
捨
て
る

Ｆ３５「武器輸出三原則」例外扱い

東
日
本
地
震
・
１
２
号
台
風
へ
の

救
援
募
金
に
ご
協
力
を

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ
る
事
の
明
記

を
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団

金
融
円
滑
化
法
打
ち
切
り

被
災
地
企
業
に
打
撃

半
数
が
“
資
金
繰
り
に
影
響
”



２５年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

一  般  会  計 3,245,000 3,030,000 215,000 3,245,000 3,030,000
国 民 健 康 保 険 会 計 807,340 860,315▽52,975 807,340 860,315

後 期 高 齢 者 医 療  保 険 会 計 88,940 90,230▽1,290 88,940 90,230
介 護 保 険 会 計 610,000 600,000 10,000 610,000 600,000

公 共 下 水 道 事 業 会 計 363,400 343,500 19,900 363,400 343,500
合       計 5,114,680 4,924,045 190,635 5,114,680 4,924,045

水  道  事  業  会  計 170,793 169,546 1,247 170,450 169,484

歳入 歳出前年度

比較

三宅町平成２５年度予算案　　（単位：千円）

国
保
運
営
協
議
会

先
日
、
国
保
運
営
協
議
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
議
会
の

住
民
福
祉
常
任
委
員
会
の
副

委
員
長
を
し
て
い
る
と
議
会

代
表
と
し
て
委
員
に
選
ば
れ

ま
す
。
当
日
は
副
会
長
と
い

う
ポ
ス
ト
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
い
く
つ
か
の

質
問
を
し
ま
し
た
が
、
こ
こ

で
は
特
定
健
診
に
つ
い
て
の

質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
に
ま
と
め
ら

れ
た
特
定
健
康
診
査
等
実
施

計
画
で
は
、
平
成
二
十
四
年

度
に
は
六
五
％
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
平

成
二
十
四
年
度
予
測
は
二
五

％
だ
そ
う
で
す
。
政
府
は

「
目
標
を
達
成
し
て
い
な
い

保
険
者
に
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

を
科
す
」
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
努
力

と
工
夫
で
受
診
率
を
上
げ
る

の
か
？
と
質
し
た
と
こ
ろ
、

「
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
」
と

い
う
答
弁
。
厚
生
労
働
省
の

Ｑ
＆
Ａ
「
か
か
り
つ
け
医
で

２
〜
３
ヶ
月
以
内
に
検
査
し

た
も
の
を
健
診
結
果
と
し
て

使
用
で
き
る
か
？
」
の
問
に

対
し
「
特
定
健
診
に
相
当
す

る
検
査
を
受
け
、
そ
の
結
果

を
証
明
す
る
書
面
の
提
出
が

あ
っ
た
場
合
は
、
特
定
健
診

の
結
果
と
し
て
使
用
で
き
る
」

を
紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
て
い
た
お
医
者

さ
ん
も
賛
同
さ
れ
て
い
ま
し

た
の
で
、
是
非
実
現
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

田
原
本
議
会
議

員吉
田
容
工

川
西
町
三
月
議
会

今
週
か
ら
こ
よ
み
が
一
つ

進
ん
で
三
月
に
入
り
ま
し
た
。

年
度
末
を
迎
え
る
事
か
ら
も

出
会
い
と
別
れ
の
時
期
で
も

あ
り
ま
す
し
、
新
た
な
進
路

に
向
け
て
の
転
換
点
で
も
あ

り
ま
す
し
、
何
方
に
と
っ
て

も
様
々
に
想
い
を
巡
ら
せ
る

時
期
に
も
成
り
ま
す
ね
。
今

週
は
気
温
も
一
期
に
春
め
い

て
来
る
気
配
が
満
々
で
す
の

で
、
こ
れ
に
な
ら
っ
て
、
暮

ら
し
の
向
上
も
そ
う
有
り
た

い
物
で
す
ね
。

さ
て
、
今
月
一
日
に
川
西

町
の
三
月
議
会
の
議
会
運
営

委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
て
、

三
月
議
会
の
日
程
が
組
ま
れ

ま
し
た
。
予
定
で
は
、
十
一

日(

月
曜
日)

か
ら
十
九
日

(

火
曜
日)

ま
で
の
九
日
間
で

進
め
ら
れ
る
運
び
で
す
。

本
会
議
は
初
日
と
最
終
日
で

し
て
、
初
日
が
十
時
、
最
終

日
が
十
四
時
か
ら
開
か
れ
ま

す
。
一
般
質
問
と
議
案
全
般

に
対
す
る
質
疑
応
答
は
初
日

に
、
議
案
の
賛
否
等
の
態
度

表
明
そ
の
理
由
並
び
に
意
見

表
明
は
最
終
日
に
行
わ
れ
ま

す
。
本
会
議
は
、
ど
な
た
で

も
自
由
に
傍
聴
出
来
ま
す
の

で
、
是
非
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。そ

れ
か
ら
、
今
年
の
十
月

か
ら
始
ま
る
年
金
の
引
き
下

げ
に
反
対
し
て
ほ
し
い
事
と
、

え
ん
罪
事
件
の
温
床
と
な
っ

て
い
る
取
り
調
べ
等
の
改
善

に
向
け
て
そ
の
可
視
化
を
求

め
る
国
へ
の
意
見
書
の
議
会

陳
情
に
つ
い
て
、
私
が
紹
介

議
員
に
成
り
、
賛
同
者
を
募
っ

て
提
案
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
可
決
に
向
け
て
頑
張

り
ま
す
。

川
西
町
議
会
議

員芝

和
也

三
宅
町
平
成
２
５
年

度
予
算
案

三
宅
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
三
宅
町
２
５
年
度
予
算
案

が
乗
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
は
３
２
億
４
５

０
０
万
円
で
昨
年
度
比
２
億

１
５
０
０
万
円
の
増
。
国
民

健
康
保
険
会
計
は
５
２
９
７

万
円
の
減
額
し
８
億
７
３
４

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

会
計
も
昨
年
度
よ
り
１
２
９

万
円
減
額
し
、
８
８
９
４
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
地
方
債
の
借

入
限
度
額
は
臨
時
財
政
対
策

債
１
億
４
２
３
０
万
円
、
一

般
単
独
事
業
債
は
１
億
４
０

７
０
万
円
、
社
会
福
祉
施
設

整
備
事
業
債
で
１
億
１
２
８

０
万
円
、
合
計
３
億
９
５
８

０
万
円
の
借
金
を
す
る
予
算

案
と
な
り
、
土
木
債
で
町
道

３
号
線
費
用
と
し
て
１
億
３

５
０
０
万
円
を
お
こ
し
、
借

金
で
踏
切
拡
張
工
事
を
行
う

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

近
鉄
と
の
話
し
合
い
が
つ

い
た
時
点
で
補
正
予
算
を
組

め
ば
い
い
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

三
宅
町

池
田
年
夫

「
あ
た
り
ま
え
・
」

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も

の
。
昔
の
人
は
「
一
月
は
行

き
、
二
月
は
逃
げ
、
三
月
は

去
る
」
と
。
実
に
う
ま
く
言
っ

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
「
私
っ
て
今
迄
の

人
生
の
中
で
『
あ
〜
退
屈
』
っ

て
思
っ
た
こ
と
が
な
い
わ
」

と
言
う
と
七
十
代
の
女
性
が

「
そ
う
言
っ
て
る
時
が
華
よ
。

何
も
す
る
事
が
な
く
退
屈
に

な
っ
た
ら
つ
ま
ら
ん
よ
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
う
か
も
・
・

と
思
う
が
趣
味
の
多
い
私
は

そ
ん
な
日
々
が
想
像
で
き
な

い
。人

は
誰
し
も
生
き
て
い
る

限
り
、
高
齢
者
に
な
る
。
し

か
し
、
困
っ
た
事
が
。
昨
年

の
十
一
月
の
国
会
で
「
国
民

年
金
法
一
部
改
正
法
案
」
が

可
決
さ
れ
、
今
年
の
十
月
か

ら
三
回
に
分
け
て
二
・
五
％

も
削
減
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
ま
し
て
や
来
年
四
月
か

ら
、
消
費
税
も
増
税
さ
れ
る

と
い
う
状
況
で
、
こ
の
年
金

引
き
下
げ
が
強
行
さ
れ
る
な

ら
、
高
齢
者
の
生
活
は
ま
す

ま
す
深
刻
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
三
月
議
会
で
共
産
党

議
員
団
は
国
に
対
し
て
の

「
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し

た
が
、
他
の
議
員
が
賛
成
し

て
く
れ
る
か
ど
う
か
・
・
今
、

Ｔ
Ｖ
で
は
「
あ
た
り
ま
え
体

操
」
が
は
や
っ
て
い
る
が
、

私
は
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
世
の
中
が
「
あ
た
り

ま
え
」
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

田
原
本
町
議
会

議
員

森

良
子


